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５
月
１
日
、
平
成
29
年
町
議
会
定

例
会
５
月
臨
時
会
議
を
開
会
し
、
平

成
29
年
の
議
会
会
期
を
来
年
４
月
30

日
ま
で
の
３
６
５
日
間
と
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
の
議
員
選
挙
か

ら
２
年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
委

員
会
の
構
成
替
え
を
行
い
、
総
務
経

済
常
任
委
員
長
に
中
野
武
彦
議
員
、

厚
生
文
教
常
任
委
員
長
に
正
村
紀
美

子
議
員
、
議
会
運
営
委
員
長
に
早
苗

豊
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
議
員
の
任
期
は
平
成
30
年

４
月
30
日
ま
で
で
、
残
す
と
こ
ろ
あ

と
２
年
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
を
基
に｢

住
民
に

開
か
れ
、
分
か
り
や
す
く
、
活
動
す

る
議
会｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
集
め
、
活
発
な

議
員
間
討
議
と
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル

を
フ
ル
活
用
し
、
政
策
提
案
型
議
会

へ
と
一
層
の
進
化
を
目
指
し
ま
す
。

常
任
委
員
・
議
会
運
営
委
員
の

改
選
を
行
い
ま
し
た

議
員
任
期
の
後
半
が
始
ま
る
!

平
成
29
年
通
年
議
会
が
開
会

会
期
は
５
月
１
日
～
来
年
４
月
30
日
の
３
６
５
日
間
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町政を　　う�一般質問問

問

①
地
域
担
当
制
度
の
今
後

の
あ
り
方
に
対
す
る
見
解
は
。

②
町
民
と
行
政
の
対
話
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
見
解
は
。

答

①
人
口
減
少
が
進
む
中
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
住
民
が
自
分

た
ち
で
考
え
、
知
恵
を
出
し
、

責
任
を
持
ち
地
域
設
計
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
地
域
と
行
政
の
課

題
共
有
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

ツ
ー
ル
と
し
て
地
域
担
当
制
度

は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
情
報
が
共
有
さ
れ
、
多
様
な

主
体
に
よ
り
話
し
合
わ
れ
、
主

体
の
特
性
を
共
有
し
、
課
題
解

決
を
目
指
す
こ
と
が
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
で
あ
り
、
第
４
期
町

総
合
計
画
の
実
現
を
は
か
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

実
現
に
向
け
た
手
法
に
つ
い
て

は
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
今

後
も
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

問

少
子
高
齢
化
や
生
活
様
式

の
変
化
か
ら
、
地
縁
組
織
と
の

関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

町
民
活
動
の
場
も
、
地
域
を
軸

と
し
た
も
の
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
趣
味
の
場
に
シ
フ
ト
し

町民が主役になった地域づくりを推進する
ための方策について
町長／協働のまちづくりにより第４期町総合計画を実現するため、
　　　本町の実態にあった手法を検討し、進化させていきたい 立川　美穂 議員

一般質問
を終えて

住民が主体となった対話を通じたまちづくりは一朝一夕には実現不可能ですが、他の自治体では長い年月を経て成功した事例もあ
ります。「地域の力」は地方創生にはなくてはならない重要な柱ですから、もっと踏み込んだ取り組みが求められてくると考えます。

目次
　P.3　立川　美穂議員
　　①町民が主役になった地域づくりを推進するための方策について

　P.4　渡辺洋一郎議員
　　①地域公共交通（コミュニティバス）の取り組みについて

　P.5　早苗　　豊議員
　　①高齢運転者による事故防止対策について
　　②地域資源を活用した観光の振興について

　P.6　吉田　敏郎議員
　　①公立芽室病院の将来の在り方について

　P.7　正村紀美子議員
　　①奨学金制度について教育委員会の見解について
　　②聴覚障がい者への行政情報の提供について
　　③公共施設での受動喫煙防止対策について

　P.8　梅津　伸子議員
　　①子どもの貧困実態調査の実施を
　　②本格的に新エネルギーを活用したまちづくりを

一
般
質
問

町
政
を　

う
�

問

３
月

定
例
会
議

６
人
の
議
員
が
登
壇

　

３
月
16
・
17
日
に
平
成
28
年
芽
室

町
議
会
定
例
会
３
月
定
例
会
議
を
開

催
し
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
各
議
員
の
質
問
内
容

と
町
の
答
弁
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
・

答
弁
を
要
約
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
場
合
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

る
会
議
の
録
画
映
像
と
会
議
記
録
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問
が
行
わ
れ
る

て
き
て
い
る
と
考
え
る
が
。

答

地
域
を
軸
と
し
た
町
内
会

活
動
な
ど
は
少
し
停
滞
し
て
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
声
の
吸
い
上
げ
に

つ
い
て
も
、
町
内
会
を
対
象
と

す
る
地
域
担
当
制
度
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
合

わ
せ
、
担
当
課
が
行
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
も
必
要
と
考
え
ま

す
。

問

平
成
26
年
度
か
ら
現
在
ま

で
、
48
件
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
が
あ
っ
た
が
、
町
民
か
ら

の
意
見
は
７
件
で
あ
っ
た
。
こ

の
返
答
数
を
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
か
。

答

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

至
る
ま
で
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
で
町
民
の
声
を
集
約
し
て
お

り
、
そ
の
最
後
に
、
声
な
き
声

を
最
終
的
に
聴
く
場
・
機
会
と

し
て
用
い
て
い
ま
す
。
制
度
と

し
て
は
難
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
す
が
、
公
表
す
る
デ
ー
タ
を

分
か
り
や
す
く
す
る
な
ど
の
工

夫
は
今
後
も
行
い
、
先
進
事
例

も
眺
め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

今
年
度
行
っ
た
住
民
意
識

調
査
の
結
果
を
み
る
と
、「
町
民

参
加
、
意
見
聴
取
の
手
段
が
充

実
し
て
い
な
い
」と
回
答
し
た

方
の
中
に
は「
参
加
の
手
法
が

分
か
ら
な
い
。」「
私
な
ん
か
の

意
見
を
言
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う

か
。」と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
方
を
ま
ち
づ
く
り

に
巻
き
込
む
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
。

答

１
つ
の
方
法
で
よ
し
と
す

る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
持
ち
意
見
聴
取
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

問

町
の
計
画
策
定
過
程
で
町

民
の
意
見
を
伺
う
場
合
、
最
初

の
方
向
と
は
違
っ
て
も
、
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
取
り

入
れ
て
い
く
よ
う
な
形
式
も
必

要
で
は
な
い
か
。

答

課
題
の
内
容
や
段
階
に
よ

り
、
一
番
効
果
的
な
手
法
を
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

問

町
民
の
意
識
醸
成
や
人
材

育
成
へ
の
見
解
は
。

答

社
会
で
ご
活
躍
さ
れ
る
現

役
世
代
の
方
は
、
な
か
な
か
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
活
動
に
参
加

し
づ
ら
い
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
す
。
各
世
代
に
合
わ
せ
た
手

法
や
活
動
の
多
様
性
を
意
識
し
、

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問

今
後
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
方
向
づ
け
て

い
く
か
。

答

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
た

達
成
感
や
成
功
体
験
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
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平成2８年３月定例会議町政を　　う�一般質問問

問

①
高
齢
運
転
者
の
事
故
防

止
策
の
今
後
の
展
開
は
。

答

交
通
安
全
講
習
会
等
の
継

続
に
加
え
、
国
や
北
海
道
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
方
策
を
見
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問

自
分
で
運
転
し
て
移
動
し

た
い
と
い
う
の
が
本
音
と
思
う
。

少
し
で
も
安
全
に
運
転
で
き
る

方
法
を
町
と
し
て
考
え
る
べ
き

で
は
。

答

非
常
に
難
し
い
問
題
と
考

え
ま
す
。
安
全
な
運
転
に
は
運

転
者
の
身
体
能
力
、
判
断
能
力

の
維
持
と
車
両
性
能
の
向
上
が

必
要
で
す
。
現
状
に
お
い
て
は

そ
う
い
う
意
味
で
完
全
に
安
全

な
車
は
な
く
、
免
許
の
返
納
や

公
共
交
通
で
の
代
替
の
観
点
か

ら
の
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

問

運
転
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機

能
を
持
つ
車
両
な
ど
を
周
知
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
。

答

周
知
す
る
こ
と
は
可
能
と

考
え
ま
す
。

高齢運転者による事故防止対策について

町長／�交通安全講習会などの実施を継続しながら、
　　　新しい対策も研究、検討していきたい

問

自
動
車
販
売
会
社
や
関
連

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
試
乗
会

を
開
催
す
る
な
ど
し
て
は
ど
う

か
。

答

過
去
に
は
自
動
車
学
校
と

協
力
し
交
通
安
全
講
習
会
を
行

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
町
が

主
体
と
な
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り

ま
せ
ん
が
、
工
夫
さ
え
す
れ
ば

方
法
は
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問

高
齢
運
転
者
用
の
マ
ー
ク

の
掲
示
を
啓
発
す
べ
き
。

答

交
通
安
全
講
習
会
な
ど
を

と
お
し
、
地
道
に
啓
発
活
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問

運
転
に
自
信
が
な
い
方
で

も
駐
車
し
や
す
い
よ
う
な
広
さ

や
、
直
進
で
出
入
り
で
き
る
駐

車
帯
の
整
備
は
可
能
か
。

答

駐
車
台
数
の
確
保
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
補
助

事
業
等
が
活
用
で
き
る
か
ど
う

か
検
討
し
、
対
応
で
き
る
も
の

は
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

一般質問
を終えて

高齢者の方々が安心して自動車を運転できる環境になってほしいものです。
体験型の観光で訪れた方々と地元の方たちとの交流が深まることが次のステップにつながると思います。

早苗　　豊 議員

一般質問
を終えて

じゃがバスが走っていない農村地域の移動手段の確保に向けた検討や運転免許返納者への対応など、町の考え
方を確認しました。検討するとしたことについて引き続き取り組んでいきたいと思います。

問
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
じ

ゃ
が
バ
ス
）の
事
業
分
析
と
評

価
は
。

②
農
村
地
域
に
お
け
る
地
域
公

共
交
通
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

③
運
転
免
許
返
上
者
の
足
の
確

保
に
つ
い
て
見
解
は
。

④
利
用
向
上
に
向
け
て
の
取
り

組
み
は
。

⑤
多
様
な
主
体
と
の
協
働
に
よ

る
取
り
組
み
は
。

答

①
運
行
当
初
は
、
運
行
時

間
に
対
す
る
戸
惑
い
も
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
他
の
交
通
機
関
と

合
わ
せ
て
使
う
な
ど
、
利
用
者

が
自
ら
工
夫
し
、
安
定
し
た
状

態
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
③
今
後
の
さ
ら
な
る
高
齢
化

の
進
展
等
も
考
え
、
早
急
に
検

討
す
べ
き
課
題
と
考
え
ま
す
。

平
成
29
年
度
中
に
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
で
協
議
・

検
討
を
進
め
、
基
本
方
策
を
固

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
現
在
は
、
民
間
事
業
者
が
採

算
性
を
理
由
に
運
行
し
て
い
な

い
公
共
交
通
空
白
地
帯
に
住
む

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
と
し
て
、

公
費
を
投
入
し
運
行
し
て
い
ま

す
。

　

当
面
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

地域公共交通（コミュニティバス）の
取り組みについて

町長／平成29年度中に一定の方向を出したい
渡辺洋一郎議員

た
利
用
者
が
減
る
と
い
う
想
定

は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者

の
生
活
圏
域
を
維
持
す
る
こ
と

で
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
と
い

う
側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
運

行
路
線
や
バ
ス
停
の
検
証
を
継

続
し
、
地
域
社
会
と
一
体
と
な

っ
た
運
行
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

⑤
平
成
30
年
度
以
降
の
次
期
計

画
を
平
成
29
年
度
中
に
策
定
し

ま
す
。
こ
の
中
で
、
多
様
な
主

体
と
協
働
し
、
お
互
い
の
利
便
・

利
益
が
向
上
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

町
内
の
地
域
公
共
交
通
の

課
題
は
。

答

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
農

村
地
域
の
新
し
い
交
通
手
段
の

確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

問

平
成
25
年
に
一
度
デ
マ
ン

ド
型
地
域
交
通
を
検
討
し
た
が
、

ニ
ー
ズ
が
少
な
く
費
用
対
効
果

も
少
な
い
た
め
実
施
を
見
送
っ

た
経
過
が
あ
る
。
今
後
の
考
え

は
。

答

高
齢
に
な
っ
て
も
暮
ら
し

て
い
け
る
環
境
づ
く
り
の
観
点

か
ら
検
討
を
行
い
、
平
成
29
年

度
中
に
は
一
定
方
向
を
出
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

問

運
転
免
許
返
納
者
へ
の
対

策
に
つ
い
て
も
、
平
成
29
年
度

中
に
方
策
を
出
す
考
え
か
。

答

そ
の
と
お
り
で
す
。

問
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

す
る
認
知
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
強
化
さ
れ
た
。
今
後
免
許

返
納
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
が
。

答

対
応
策
を
一
層
し
っ
か
り

と
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考

え
ま
す
。

問

免
許
返
納
者
へ
じ
ゃ
が
バ

ス
の
無
料
乗
車
券（
１
年
間
）を

発
行
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
の

周
知
を
も
っ
と
行
う
べ
き
で
は
。

答

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

問

バ
ス
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
行
っ
て
は
。

答

平
成
29
年
度
中
の
検
討
に

加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

町
内
会
や
商
工
会
、
各
商

店
会
な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携

が
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

答

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
に
は
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、

消
費
者
協
会
、
町
内
会
連
合
会
、

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
育
児

ネ
ッ
ト
め
む
ろ
、
そ
の
ほ
か
交

通
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
多
く

の
方
が
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
お

り
、
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
な

が
ら
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た

観
光
の
振
興
に
つ
い
て

町
長
／�

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
就
労
キ
ャ
リ
ア
教
育

な
ど
、
体
験
・
滞
在
型
観
光
を
推
進
す
る

問

体
験
・
滞
在
型
観
光
の
研

究
開
発
と
事
業
実
施
を
進
め
て

い
る
が
今
後
の
方
針
は
。

答

こ
れ
ま
で
観
光
資
源
と
気

づ
か
な
か
っ
た
地
域
資
源
に
着

目
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

観
点
か
ら
、「
景
観
」と「
食
」を

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
結
び
、

五
感
で
体
験
す
る
観
光
事
業
の

発
掘
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

滞
在
型
観
光
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
特
別
支
援
学
校
な
ど
の

修
学
旅
行
や
視
察
研
修
を
受
け

入
れ
る「
就
労
キ
ャ
リ
ア
教
育

観
光
事
業
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問

い
か
に
交
流
人
口
を
増
や

す
か
が
重
要
。
今
年
度
か
ら
始

め
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

具
体
的
な
構
想
は
。

答

大
変
難
し
い
問
題
で
、
こ

の
後
担
当
課
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
中
で
具
体
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

問

新
嵐
山
荘
を
利
用
し
た
就

労
体
験
型
交
流
事
業
の
今
後
の

発
展
性
は
。

答

本
町
で
の
就
労
体
験
や
そ

の
仕
組
み
も
含
め
て
全
国
に
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

役
場
内
で
横
断
的
な
組
織

体
を
つ
く
り
対
応
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
現
在
も
保
健
福
祉
、
教
育
、

農
業
関
係
の
課
が
連
携
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。
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平成2８年３月定例会議町政を　　う�一般質問問

一般質問
を終えて

病院の果たすべき役割は、時代と共に変わります。未来永劫（えいごう）維持できる財力があるなら何も言いま
せん。町民の大事な病院を維持するためにも町は将来構想を分かりやすく提示すべきです。

問

①
本
町
の「
新
公
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
」の
取
り
組
み
状

況
は
。

②
病
院
の
将
来
の
方
向
性
や
役

割
、
民
間
病
院
等
と
の
再
編
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

③
経
営
効
率
化
に
関
し
て
の
見

解
は
。

　
答

①「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
推

進
委
員
会
」を
組
織
し
、
昨
年

10
月
か
ら
本
年
２
月
ま
で
の
間

に
４
回
の
会
議
を
開
催
し
、
⑴

構
想
を
踏
ま
え
た
病
院
の
役
割

の
明
確
化
⑵
経
営
効
率
化
⑶
再

編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
⑷
経
営
形

態
の
見
直
し
に
つ
い
て
論
議
し
、

「
公
立
芽
室
病
院 

新
・
改
革
プ

ラ
ン
」の
素
案
作
成
を
終
え
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
関
係
課
協
議
、
管

理
庁
議
を
経
て
原
案
を
確
定
し
、

議
会
へ
の
報
告
と
ま
ち
づ
く
り

参
加
手
続
き
を
経
て
、
公
立
芽

室
病
院
運
営
委
員
会
へ
諮
問
し
、

答
申
を
得
て
、
成
案
と
す
る
方

向
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
病
院
の
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
つ
い
て
は
、
十
勝
医
療

圏
内
の
医
療
需
給
状
況
等
を
見

据
え
、
全
体
の
中
で
当
院
が
果

た
す
医
療
機
能
と
そ
の
役
割
分

担
を
論
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医

療
機
関
の
機
能
と
特
性
を
相
互

に
理
解
し
、
多
機
能
な
連
携
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

③
他
院
と
の
比
較
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
病
院
の
持
つ
強
み
と
特
性

を
ど
う
伸
ば
し
て
い
く
か
、
弱

点
を
ど
う
克
服
し
て
い
く
か
と

い
う
視
点
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
新
改
革
プ
ラ
ン
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
当
病
院
の
持

つ
医
療
機
能
を
ど
う
強
化
し
て

い
く
か
、
今
あ
る
８
診
療
科
の

体
制
を
ど
の
よ
う
に
強
化
・
維

持
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進

し
て
い
く
か
に
主
眼
を
置
き
な

が
ら
取
り
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

問

財
政
面
で
の
見
通
し
、
現

状
は
。

答

平
成
28
年
度
の
決
算
見
込

み
で
は
、
約
１
億
円
前
後
の
赤

字
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

問

医
師
確
保
に
は
、
早
期
に

見
通
し
を
立
て
対
策
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
。

答

常
に
、
２
年
後
、
３
年
後

を
見
据
え
て
医
師
対
策
を
行
っ

公立芽室病院の将来の在り方について

町長／�地域における病院の役割、機能分担を論議し、
　　　広く連携していきたい 吉田　敏郎議員

て
い
ま
す
。

問

24
時
間
体
制
の
救
急
医
療

は
医
師
の
負
担
と
な
る
。
帯
広

市
が
近
い
本
町
に
お
い
て
需
要

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

答

急
性
期
の
患
者
に
は
か
な

り
危
険
な
状
況
の
方
も
お
り
、

当
院
で
処
置
で
き
る
も
の
は
今

後
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

問

今
あ
る
も
の
を
全
て
維
持

で
き
れ
ば
理
想
的
だ
が
、
財
政

の
こ
と
を
考
え
れ
ば
あ
り
方
を

変
え
る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る

が
。

答

患
者
の
求
め
る
も
の
や
地

域
に
お
け
る
病
院
の
役
割
等
を

考
え
、
基
幹
病
院
と
の
役
割
分

担
等
も
行
い
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

民
間
移
行
の
考
え
は
。

答

こ
れ
を
機
に
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
民
間
に
な
れ
ば
、

不
採
算
部
門
の
診
療
科
目
が
な

く
な
り
、
地
域
で
の
役
割
、
機

能
分
担
が
果
た
せ
な
く
な
る
と

考
え
ま
す
。

問

国
の
提
案
す
る
①
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
適
用
②
地
方

独
立
行
政
法
人
化
③
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
④
民
間
譲
渡
や

サ
テ
ラ
イ
ト
化
な
ど
の
経
営
方

法
へ
の
見
解
は
。

答

１
つ
１
つ
の
検
討
は
こ
れ

ま
で
も
行
っ
て
い
ま
す
し
、
今

後
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
の

病
床
稼
働
率
も
見
な
が
ら
判
断

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

町
は
町
立
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
民
営
化
し
た
実
績
も

あ
る
が
。

答

医
療
と
福
祉
施
設
は
目
的

も
機
能
も
全
く
違
う
た
め
、
一

緒
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
ま
す
。

一般質問
を終えて

奨学金償還免除制度は、町長部局と連動した事業の展開が必要だと考えます。今後は、制度の効果を確かめ、
改善点があれば指摘していきます。

奨学金制度について

教育長／償還免除制度は、事業効果を検証しながら、
　　　　より精度を高めたい 正村紀美子議員

聴
覚
障
害
者
へ
の
行
政
情
報
提
供
の

あ
り
方
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に

つ
い
て

町
長
／
日
頃
の
つ
な
が
り
か
ら
困
り
ご
と
の
把
握
に
努
め
、

　
　
　
個
別
の
相
談
支
援
体
制
を
作
っ
て
い
く

町
長
／�「
健
康
増
進
法
」の
趣
旨
に
も
と
づ
き
、
今
後
も
公
共

施
設
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
推
進
し
て
い
く

問
①
奨
学
金
貸
付
の
趣
旨
は
。

②
奨
学
金
貸
付
対
象
者
の
選
考

基
準
は
適
切
で
あ
る
か
。

③
新
た
に
創
設
さ
れ
た
償
還
免

除
規
定
が
定
住
対
策
に
及
ぼ
す

効
果
は
。

答

①
教
育
の
機
会
均
等
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
奨
学
金
を
必
要
と
す
る
者

に
対
し
て
奨
学
金
の
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

②「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
貸
付

基
準
を
準
用
し
て
お
り
、
適
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

③
大
学
等
卒
業
後
、
本
町
に
住

む
こ
と
の
動
機
づ
け
と
し
て
、

若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
等
の
期
待
が

で
き
る
施
策
と
考
え
ま
す
。

問

定
住
対
策
と
奨
学
金
制
度

を
組
み
合
わ
せ
た
制
度
創
設
で

あ
る
が
、
雇
用
の
確
保
に
つ
い

て
は
町
長
部
局
と
の
連
携
が
必

要
な
の
で
は
な
い
か
。

答

こ
れ
ま
で
も
計
画
策
定
作

業
を
進
め
る
中
で
議
論
し
て
き

て
お
り
、
今
後
も
連
携
を
取
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

若
者
の
定
住
対
策
を
進
め

る
観
点
か
ら
、
高
等
教
育
等
へ

の
進
学
を
せ
ず
に
就
労
し
た
同

世
代
の
方
へ
の
支
援
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

奨
学
金
制
度
利
用
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
、
他
自
治
体
の
取

り
組
み
の
研
究
な
ど
と
合
わ
せ
、

教
育
委
員
会
で
議
論
を
し
て
い

き
ま
す
。

問

①
地
域
福
祉
館
等
に
お
け

る
現
状
に
つ
い
て

②
人
の
出
入
り
が
あ
る
箇
所
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策
は
ど
の
よ

う
か
。

③
新
庁
舎
の
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
の

考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答

①
町
は
公
共
施
設
の
管
理

者
と
し
て
受
動
喫
煙
防
止
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
施
設

も
同
様
で
す
。

②
施
設
利
用
者
の
出
入
り
に
係

る
動
線
や
視
界
か
ら
可
能
な
限

り
外
し
た
場
所
を
喫
煙
場
所
と

し
て
い
ま
す
。

③
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る「
健

康
増
進
法
」の
趣
旨
を
遵
守
し

ま
す
。

問

指
定
管
理
者
が
運
営
を
し

て
い
る
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク

は
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
対
象

で
あ
る
か
。

答

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
は

公
共
施
設
で
あ
り
、
町
の
受
動

喫
煙
防
止
対
策
の
方
針
を
準
用

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問

①
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
１

１
９
番
通
報
シ
ス
テ
ム
は
芽
室

消
防
署
で
も
受
付
で
き
る
。
対

象
者
に
は
周
知
さ
れ
て
い
る
か
。

②
聴
覚
障
害
者
の
方
が
行
政
情

報
を
適
切
に
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
整
備
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

答

①
平
成
28
年
３
月
に
と
か

ち
広
域
消
防
局
か
ら
協
力
要
請

が
あ
り
、
該
当
者
に
文
書
で
通

知
し
ま
し
た
。
資
料
に
は
芽
室

消
防
署
で
も
登
録
申
請
手
続
き

が
で
き
る
こ
と
を
記
載
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
29
年
１
月
に
め

む
ろ
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

が
開
催
し
た
意
見
交
換
会
に
お

い
て
、
周
知
が
不
十
分
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今

後
は
重
度
の
方
に
は
個
別
に
登

録
の
意
思
を
確
認
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

②「
災
害
時
個
別
支
援
計
画
」の

更
新
を
図
り
、
行
政
情
報
や
緊

急
時
・
災
害
時
情
報
を
適
切
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
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平成2８年３月定例会議

追跡
CHECK

問

①
北
海
道
が
実
施
し
た
実

態
調
査
結
果
の
速
報
値
に
つ
い

て
の
認
識
は
。

②
本
町
に
お
い
て
も
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
実
態
を
把
握
す

べ
き
で
は
。

答

①
本
町
の
貧
困
対
策
を
考

え
る
上
で
重
要
な
基
礎
資
料
に

な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
は
貧
困

の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
難

し
い
こ
と
、
町
内
だ
け
で
は
母

体
数
が
少
な
く
傾
向
の
把
握
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
町
独
自
の

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
は
適
切
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

速
報
値
に
よ
る
と
、
家
計

状
況
が「
赤
字
」と
答
え
た
世
帯

が
全
体
の
23
・
８
％
、
赤
字
で

は
な
い
が「
ぎ
り
ぎ
り
」と
答
え

た
世
帯
が
43
％
で
あ
る
。
こ
の

結
果
の
感
想
は
。

答

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
初

め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

時
系
列
で
比
較
検
討
し
多
い
少

な
い
と
判
断
す
る
根
拠
が
あ
り

ま
せ
ん
。
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
全
体
報
告
が
出
た
段
階

で
分
析
を
行
う
考
え
で
す
。

問

や
は
り
本
町
の
実
態
を
つ

か
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

国
と
同
様
の
調
査
内
容
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
今
、
町
と
し
て
で
き

る
方
法
は
徹
底
し
て
行
っ
て
い

き
ま
す
。

問

見
た
目
で
は
判
断
で
き
な

い
貧
困
の
実
態
こ
そ
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
よ
り
分
か
る
の
で

は
、

答

ア
ン
ケ
ー
ト
は
回
答
す
る

母
集
団
が
小
さ
い
と
客
観
的
な

数
値
に
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
も

あ
り
、
総
合
的
に
判
断
し
て
実

施
し
な
い
考
え
で
す
。

一般質問
を終えて

町エネルギービジョンに基づいて、農業残さを活用した長年の研究が実を結ぶことに。CO2削減・エネルギー自
給率向上と仕事づくりを結んだ提案を今後も続けたいと思います。

子どもの貧困実態調査の実施を

町長／独自のアンケート実施は考えていない
梅津　伸子議員

本
格
的
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

町
長
／�

平
成
32
年
ま
で
に
バ
イ
オ
マ
ス
ぺ
レ
ッ
ト

製
造
工
場
建
設
を
目
指
す

問

①
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
重
点
ビ
ジ

ョ
ン
を
踏
ま
え
た
現
段
階
で
の

到
達
度
と
今
後
の
課
題
は
。

②
第
５
期
総
合
計
画
の
策
定
に

お
い
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

の
位
置
づ
け
を
強
化
す
べ
き
で

は
。

答

①
平
成
25
年
度
は
人
口
１

人
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

９
・
０
％
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
は
56

％
の
達
成
度
で
し
た
。
直
近
の

達
成
度
は
、
人
口
１
人
あ
た
り

は
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

削
減
量
は
１
３
４
％
で
、
す
で

に
中
間
目
標
を
達
成
し
て
い
ま

す
。

　

農
業
残
さ
燃
料
化
は
、
全
体

シ
ス
テ
ム
構
築
の
最
終
段
階
と

い
う
状
況
で
す
。
今
後
は
、
公

共
施
設
へ
の
農
業
残
さ
用
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設
置
に
合
わ

せ
、
バ
イ
オ
マ
ス
ペ
レ
ッ
ト
製

造
工
場
建
設
を
目
指
し
て
お
り
、

中
間
目
標
年
で
あ
る
平
成
32
年

ま
で
に
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は

総
合
計
画
に
基
づ
く
個
別
計
画

で
も
あ
り
、
当
然
盛
り
込
む
べ

き
施
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問

雇
用
の
確
保
と
い
う
視
点

か
ら
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
大
き
く
打
ち
出
す
べ
き
。

答

運
用
コ
ス
ト
な
ど
も
念
頭

に
置
き
な
が
ら
考
え
て
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中野武彦議員の質問（Ｈ27.9月）

返済免除制度の制定を！
立川美穂議員の質問（Ｈ27.9月）

連帯保証人の要件緩和を！
利用者が本町に就職した場合に償
還を免除する規定を設けるべき。

町内に連帯保証人を見つけること
が難しい場合もある。要件緩和を
すべき。

定例会議で、町の考え方を問う一般質問が、
その後、町の政策ににどのように反映されたのか追跡します

一般質問のその後

⬆ ⬆

⬆ ⬆

委員会で追跡調査！
H28. ３月一般質問・質疑

奨学金制度について

　３月定例会議で議員個人が行った一
般質問・質疑のうち、以下の点につい
て常任委員会で追跡調査すべきとの意
見が、会議終了後の振り返りの中で出
されました。今後、各委員会で協議を
行い、調査を検討していきます。

■総務経済常任委員会
① 地域公共交通について（渡辺議員の

一般質問から）
・ ５年が経過したコミバス運行事業の

分析と検証
・ 今後の農村地域における公共交通の

あり方
② 新エネルギーについて（梅津議員の

一般質問から）
・  農業残さペレット化取組状況の調査
③ 地域防災事業 / デジタル防災行政無

線・基本設計委託料（常通・立川・
正村委員の質疑から）

④ 行政改革推進事業について（渡辺委
員の質疑から）

■厚生文教常任委員会
① 奨学金制度について（正村議員の一

般質問から）

町外在住者も連帯保証人
になることが可能に！　
償還免除制度を創設！　
平成28年３月定例会議で、連帯保証
人の対象条件変更および償還免除規
定を追加する条例改正案が提出され
可決。平成29年４月から施行。

課題は多くあるが、貧
困対策・人材確保の観
点から、制度変更を検
討していきたい。

教育長
答　弁

償還に滞納が生じた場
合、町外の方への追及
は困難であり、見直し
は考えていない。

教育長
答　弁

政策形成
サイクル

政策形成サイクル：�町が進める政策などに対し、町民の意見聴取等を踏まえ、調査を行い、議会として町に政策提言
するとともに反映させることを目的とし、事業の抽出から、調査・提言までをサイクル化して毎
年度ごとに取り組んでいます。

平成28年度、総務経済常任委員会、厚生文教常任委員会が取り組んできた政策課題
に関する調査等の取り組み結果をお伝えします。

■総務経済常任委員会
①地域公共交通確保対策事業
→ 「じゃがバス」運行の定着に伴い、農村地域における公共

交通を求める声の高まりを受け、町は平成29年度中に方
向性を示すとしている。地域ごとのニーズ把握と具体的
方策の調査・提言が必要。

②新嵐山スカイパーク運営支援事業
③行革推進事業
→ ２事業を併せ、長期間取組がなされていない「新嵐山スカ

イパークのあり方検討会の提言書（H21.12.28提言）」に基
づく進捗状況の調査を実施した。町は今後、「提言書」を基
本に、新たに運営形態等について、行政改革推進委員会・
専門委員会を中心に、検討を始めるとしている。議論の
進展に伴い、内容調査と、委員会として提言が求められる。

■厚生文教常任委員会
① 町民プール維持管理事業
→提言書を教育委員会へ提出。（P10参照）
② 地域生活支援事業
→提言書を町に提出。（P10参照）
③ 地域包括ケアシステム構築
→ 調査・意見交換を重ねたが政策提言まで至らず。今後も

システム構築に向けた取組を注視していく。
④ 公立芽室病院の経営安定化
→ 調査を重ねたが政策提言まで至らず。今後も新改革プラ

ンを踏まえ注視していく。
⑤ 地域特性を生かした食育事業の推進
→ 調査を進めたが食育の取り組みはすべての町民が参加し

実践することが重要であり、今後も注視する。

町政を　　う�一般質問問

一般質問のその後
一般質問のその後／政策形成サイクル
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厚生文教常任委員会の提言内容／公表／議会白書

公表 平成28年度下半期　議長交際費（H28.10～H29.3）

議会白書 平成29年４月分　延べ９時間57分活動しました！

公表 平成28年度　議長の公務出席状況（H28.5～H29.4） 出席数　324回

出席回数 本会議・委員会・協議会 研修会 視察対応 調　査 講演要請 会　議 式　典 意見交換会 その他

324 168 10 20 8 2 10 34 15 57

支出日 支　出　項　目 区分 金額（円）

10/22 第34回大樹町めむろ会総会・懇親会費 渉外費 3,500
11/ 9 視察対応用お茶代 渉外費 6,480
11/20 自衛隊帯広地方協力本部創立60周年記念行事会費 渉外費 6,000
11/22 優良商工従業員表彰式の際の志 慶　祝 3,500
11/30 いびがわマラソン対応お礼 渉外費 7,052
12/11 芽室郷土芸能「メムオロ太鼓」保存会30周年記念発表会並びに祝賀会会費 渉外費 2,500
1/11 議員研修会講師昼食代 渉外費 690
1/19 芽室町商工会新年交礼会会費 渉外費 1,000
1/23 視察対応用お茶代 渉外費 4,320
1/27 芽室東工業団地親交会定期総会会費 渉外費 3,000
1/29 第４普通科連隊創立65周年記念行事会費 渉外費 2,500
1/30 平成29年自衛隊協力団体新年交礼会会費 渉外費 5,500
1/31 市町村行政懇談会・新年交礼会会費 渉外費 8,108
2/27 視察対応用お茶代 渉外費 2,160

計 56,310

厚生文教常任委員会の提言内容

■ 町民プール維持管理事業に対する提言書

　芽室町温水プールは、平成２年に開設以来27年

を経過し、経年劣化などにより施設設備の老朽化

も著しく、大規模外壁改修工事・ボイラー熱交換

器改修工事・天井張替え工事はもとより、日々の

小破修繕が欠かせない状況にある。

　また、温水プールは、開設当初は夏季期間をプ

ールとして、冬季期間をゲートボール場として利

用したが、通年利用となってからは天井が高いこ

とから冬期間の熱効率も悪く、施設維持管理に大

きな経費を費やす状況下にある。

　このため、教育委員会では温水プール改修計画

を策定し、多くの検討会議を開催して利用者から

好感を得られる施設整備を目指している。

　当厚生文教常任委員会として、所管事務事業調

査及び先進地事務調査、町民との意見交換会等を

踏まえて、次のとおり提言する。

記

１�　新たな施設整備にあたっては、施設改修では

今後も修繕経費が発生するとともに、維持管理

コストも現在より大きく軽減されないことも予

想される。

　�　また、現在地での建替えとなると�1�年近い期

間が必要とされ、学校授業や施設利用者等への

影響を最小限にすることを考慮し、新たな場所

に新設することが望ましい。

　�　施設規模については、利用目的と機能に合わ

せてコンパクト化し、維持管理コスト等につい

ても十分検討すること。

２�　学校教育活動、町民の健康維持・増進を図る

ため、通年利用可能な施設とすること。

３�　多様な立場の町民の意見を反映し、ユニバー

サルデザインに配慮した施設とすること。

４�　より質の高いサービスの提供、事業コスト削

減を目指し、建設・運営については民間の活用

など多様な手法を検討すること。

５�　多様な町民が集える場として、施設の複合化

について検討すること。

■地域生活支援事業に対する提言書
　芽室町では障がいの有無に関わらず、誰もが安
心して暮らせる地域社会の実現に向けて、乳幼児
期から高齢期に至るまで生涯を通じて総合的なサ
ービスを受けられるよう保健・医療・福祉・子育て・
教育・就労に関する施策を推進している。
　また、障がいの早期発見、療育、就労まで一貫
性と継続性ある「芽室町発達支援システム」の構築
に取組んでいる。
　しかし、そうした施策を推進するためには地域
生活支援事業のさらなる充実が欠かせず、当厚生
文教常任委員会として、所管事務事業調査及び先
進地事務調査、町民との意見交換会等を踏まえて、
次の点を課題と考え提言する。

　　　　　　　　　　記
１�　障がい及び障がい者に対する地域住民の理解

を促進する取組みや啓発を継続して行うこと。
２�　親亡き後の終

つい

の棲
すみ

家
か

として、障がいがあって
も生涯一人のひととして尊厳を持って自立して
暮らしていける住まいの確保を検討すること。

３�　障がい者の一般就労後の住まいの確保を検討
すること。

４�　グループホーム等、住まいの確保と整備のた
めの人材育成・確保を検討すること。

５�　障がいのある方が災害時に安心して避難でき
る体制の確保と福祉避難所の確保を検討するこ

　と。

会　議　名
日　　時 休憩

時間
実質
時間 議　　件 傍聴

人数
ネット中継
アクセス数会議時間

全 員 協 議 会 第14回
４月24日

0 １:29
・平成29年度議会費補正予算（案）について
・�「議会だより」に関する議会モニターアンケート
の対応について　他

２ （47）
10:30～11:59

常 任 委 員 会

総務
経済

第25回 ４月6日 0 0:32 ・政策形成サイクル抽出事業について 0 8�9:30～10:02

第26回 ４月24日 0:01 0:45 ・政策形成サイクル抽出事業について 0 （47）9:30～10:16

厚生
文教

第22回 ４月11日 0:02 0:31 ・町民プール維持管理事業について
・地域生活支援事業の現状のついて　他 3 136�9:30～10:03

第23回 ４月27日 0 0:15 ・政策形成サイクル抽出事業について １ （33）13:30～13:45

議 会 運 営 委 員 会

第31回 ４月5日 0:22 1:35 ・議会だより４月号の編集について
・議会だより5月号の編集企画について　他 1 8�9:30～11:23

第32回
４月21日

0:12 1:32
・�平成29年芽室町議会定例会及び5月臨時会議の
運営について
・議会だより5月号の編集について　他

2 4�
15:00～16:44

第33回
４月27日

0 0:25
・議会だより5月号の編集について
・�平成29年度芽室町議会活性化策（案）について　
他

２ （33）
11:00～11:25

役場庁舎建設に関する調査
特 別 委 員 会 第15回 ４月24日 0:01 0:45 ・役場庁舎建設基本設計について� ３ （47）9:30～10:16
総務経済厚生文教常任委員会
合 同 委 員 会 第9回 ４月27日 0:03 1:08 ・�台風10号に対する災害対策本部の検証（最終報告）

について ３ （33）9:30～10:41
小　計 8:16 0:41 8:57 計17 平均23.6

議 員 研 修 会 ４月24日 0 1:00 ・監査委員制度の概要と出納検査について
講師　西尾　一則�議員（監査委員）14:00～15:00

小　計 1:00 0:00 1:00
合　計 9:16 0:41 9:57 計17 平均23.6

（　）　同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
※インターネット中継を実施しなかった会議

青木委員長（左）から提言書を担当課長へ手渡す。

詳しくは９ページ下段の政策形成サイクルの厚生文教常任委員会をご覧ください。

上半期　78,893円　　合計　135,203円

10めむろ議会だより　Ｎo17711 めむろ議会だより　Ｎo177
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芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る

スマートフォンサイト
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitterアカウント
@memuro_gikai

編
・
集
・
後
・
記

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は

ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま

し
た
か
？
レ
ジ
ャ
ー
や
ス

ポ
ー
ツ
を
満
喫
さ
れ
た
方
。

お
花
見
を
満
喫
さ
れ
た
方
。

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
さ
れ
た

方
。
い
つ
も
ど
お
り
お
仕

事
を
さ
れ
た
方
な
ど
…
。

私
は
特
別
な
予
定
は
な
く
、

い
つ
も
ど
お
り
過
ご
し
ま

し
た
。�

（
Ｊ
）

■
よ
う
や
く
新
緑
の
季
節
と

な
り
、
春
耕
期
真
っ
最
中
。

畑
の
緑
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
順
調
に
農
作

物
が
生
育
し
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。�

（
Ｓ
）

■
５
月
か
ら
各
常
任
委
員
会

の
構
成
が
変
わ
り
ま
し
た
。

２
年
間
新
し
い
顔
ぶ
れ
で

委
員
会
活
動
に
あ
た
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

（
Ａ
）

議
会
モ
ニ
タ
ー
の

声

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
ま
し

た
。
今
ま
で
少
し
他
人
事
だ
と

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
や
情
報
を
聞
く
こ
と

で
、
関
心
や
興
味
を
持
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
難
し
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
分

か
ら
な
い
こ
と
を
知
る
機
会
が

で
き
、
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
た
り
前
な
の
で
す
が
、
自

ら
知
る
と
い
う
行
動
を
起
こ
さ

な
け
れ
ば
、
得
ら
れ
る
も
の
も

得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
自
分
が
で
き
る
範

囲
で
、
積
極
的

に
行
動
を
起
こ

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
貧
困
」

実
態
調
査
を
す
べ
き

平
成
28
年
度

議
会
モ
ニ
タ
ー
に
参
加
し
て

青木　定之

早苗　　豊常通　直人

ぜひ傍聴にお越しください

畑中　庸助
モニター

（愛生町）

山本　雅代
モニター

（東めむろ第３）

　

昨
年
度
の
議
会
で
議
論
に
な

っ
た
こ
と
の
一
つ
に
、「
子
ど
も

の
貧
困
」問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

三
月
議
会
で
は
町
は
、「
子
育
て

の
木
委
員
会
」の「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
部
会
」で
４
回
の
協
議

を
重
ね
て
き
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
平
成
28
年
度
か
ら
は
一
部

中
学
生
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
新
年
度
か
ら
は
入
学
準
備

金
が
繰
り
上
げ
支
給
に
な
り
、

金
額
も
大
幅
引
き
上
げ
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
議
員
の
方
々
が
こ

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
町
政
が

そ
れ
に
応
え
、
子
ど
も
を
め
ぐ

る
環
境
が
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん

で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
貧
困
」は
本
人
が

自
覚
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

周
囲
が
見
て
分
か
る
も
の
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
親
に
と
っ

て
も
、
子
ど
も
に
は
心
配
か
け

た
く
な
い
、
周
囲
に
も
知
ら
れ

た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
生

活
の
苦
し
さ
や
困
難
さ
が
な
か

な
か
表
に
は
出
て
こ
な
い
状
況

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り

町
の
状
況
を
把
握
し
、
町
政
と

し
て
、
ま
た
地
域
と
し
て
ど
う

し
て
い
く
の
か
、
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

平成29年芽室町議会定例会
定例会議日程（予定）

６月定例会議　
初　　日：１日（木）
一般質問：15日（木）、16日（金）
最 終 日：23日（金）

９月定例会議　
初　　日：１日（金）
一般質問：19日（火）、20日（水）
最 終 日：26日（火）

　Ｈ28年度決算の審査日程
　９月12日（火）～15日（金）

12月定例会議　
初　　日：１日（金）
一般質問：12日（火）、13日（水）
最 終 日：19日（火）

３月定例会議　
初　　日：２日（金）
一般質問：19日（月）、20日（火）
最 終 日：22日（木）

　Ｈ30年度予算の審査日程
　３月12日（月）～14日（火）、
　16日（金）

※会議の日程は変更になる場
合があります。

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り
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